
安
部
巌
先
生
を
偲
ぶ
（
弔
辞
）

　
安
部
巌
先
生
。
先
生
は
五
日
前
、
七
月
七
日
の
別
府
市
退
職
校

長
会
総
会
に
は
、
元
気
な
お
姿
で
出
席
さ
れ
会
員
の
皆
様
と
楽
し

く
歓
談
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
に
…
…
。

　
突
然
の
訃
報
に
接
し
、
驚
き
と
悲
し
み
で
Ｉ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
　
「
生
者
必
滅
会
者
定
離
」
と
は
い
え
、
ま
こ
と
に
は
か
な
い
人
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の
定
め
を
し
み
じ

み
と
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　
先
生
は
昭
和
十

九
年
九
月
大
分
師

範
学
校
を
優
秀
な

成
績
で
ご
卒
業
に

な
り
、
亀
川
小
学

校
を
皮
切
り
に
市

内
の
各
小
学
校
に
、

ま
た
図
書
館
・
美

術
館
に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
御
逝
去
さ
れ
る
直
前
ま
で

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
推
進
・
発
展
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
学
生
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
郷
土
史
に
関
す
る
研
究

は
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
残
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
活
動
の

各
面
で
も
子
供
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
戦
の
翌
年
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
年
間
は
私
と
一
緒
に
西

小
学
校
で
働
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
、
社
会
科
を
中
心
に
し
た

コ
・
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
教
育
が
叫
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

安
部
先
生
は
身
近
な
「
郷
土
別
府
」
に
ウ
ェ
イ
ト
を
お
い
た
学
習

指
導
に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
二
十
七
年
に
青
山
小
学
校
に
転
任
さ
れ
て
か
ら
は

「
基
礎
学
力
向
上
」
の
指
導
に
力
を
入
れ
る
か
た
わ
ら
、
担
任
し

た
六
年
生
児
童
と
一
緒
に
『
別
府
郷
土
風
土
記
』
の
編
集
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
四
五
年
の
Ｉ
〇
年
間
は
社
会
科
指
導
員

に
補
さ
れ
、
各
校
社
会
科
主
任
と
協
力
し
別
府
市
社
会
科
教
育
の

充
実
発
展
の
推
進
役
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
に
は
、
境
川
小
学
校
・
中
部
中
学
校
を

中
心
に
「
全
国
統
計
教
育
研
究
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
全
体
会
場
と
な
っ
た
観
光
会
館
で
「
北
に
広
が
る
別
府
」
を

４



テ
ー
マ
に
ク
ラ
ブ
活
動
の
研
究
発
表
を
さ
れ
、
会
場
を
う
め
つ
く

し
た
全
国
各
地
の
会
員
に
多
く
の
示
唆
を
あ
た
え
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
か
ら
三
年
間
、
別
府
市
教
育
委
員
会
指
導
主
事

に
、
四
十
八
年
に
は
朝
日
小
学
校
教
頭
に
、
五
十
一
年
四
月
に
は

石
垣
小
学
校
の
校
長
に
抜
擢
さ
れ
、
熱
心
な
学
校
経
営
に
よ
り
多

く
の
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
二
年
に
南
小
学
校
校
長
に
着
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
伝

統
あ
る
算
数
教
育
の
研
究
と
、
創
立
百
周
年
の
記
念
行
事
を
中
心

と
し
た
学
校
経
営
を
さ
れ
『
南
小
学
校
百
年
誌
』
の
刊
行
を
さ
れ

ま
し
た
。

　
南
小
学
校
校
長
を
退
職
さ
れ
て
か
ら
も
図
書
館
長
・
美
術
館
長

と
し
て
館
の
資
料
整
備
を
し
な
が
ら
『
別
府
市
誌
』
編
纂
委
員
と

し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
、
文
化
財
調
査
委
員
・
家
庭
教
育
学
級
・
長
寿
会
・

老
人
ク
ラ
ブ
の
講
師
と
し
て
、
郷
土
史
の
分
野
で
解
り
易
い
講
演

を
さ
れ
、
受
講
生
か
ら
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
『
別
府
温
泉
湯
治
場
大
事
典
』
等
の
著
書
は
十
数
点
、
ガ

リ
版
ず
り
の
資
料
の
出
版
物
は
数
十
点
に
お
よ
び
、
若
い
こ
ろ
か

ら
集
め
ら
れ
た
各
学
校
の
研
究
物
、
戦
前
・
戦
後
の
教
科
書
・
郷

土
に
関
す
る
資
料
は
、
自
宅
に
設
立
さ
れ
た
「
別
府
教
育
史
料
館
」

に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
別
府
は
も
と
よ
り
、
県
・
国
の
貴
重

な
資
料
と
し
て
教
育
者
や
郷
土
史
研
究
家
に
活
用
さ
れ
大
切
に
保

存
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
た
ゆ
ま
な
い
郷
土
史
研
究
に
よ
せ
る
ご
努
力
は

大
分
師
範
学
校
長
を
は
じ
め
県
・
市
教
育
委
員
会
・
別
府
市
長
・

大
分
県
知
事
か
ら
認
め
ら
れ
、
多
く
の
表
彰
を
受
け
て
お
ら
れ
ま

す
。
　
先
生
の
六
八
年
の
人
生
は
ま
さ
に
学
校
教
育
・
社
会
教
育
、
と

り
わ
け
郷
土
史
研
究
ひ
と
す
じ
に
生
き
ら
れ
た
栄
光
に
輝
く
生
涯

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
先
生
の
お
子
さ
ん
に
は
教
育
界
で
活
躍
中
の
ご
長
男
浩
之
さ
ん

や
お
嬢
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
奥
様
も
先
生
の
研
究
熱
心
な
、
そ

し
て
、
や
さ
し
い
面
影
を
胸
に
、
立
派
な
お
子
さ
ん
に
見
守
ら
れ

余
生
を
送
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
安
部
巌
先
生
、
ど
う
か
、
後
顧
の
憂
い
な
く
安
ら
か
に
お
眠
り

く
だ
さ
い
。

　
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
弔
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
平
成
元
年
七
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別
府
市
退
職
校
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
荒
金
　
　
進

５
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